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紹

七六五四三ニー
伊
井
春
樹
著
『
小
林
二
二
は
宝
塚
少
女
歌
制
に
ど
の
よ
う
な
夢
を

託
し
た
の
か
」

小
田
桐
ジ
ェ
イ
ク

宝
塚
歌
劇
団
は
国
内
で
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
で

あ
る
。
阪
急
電
鉄
の
一
部
と
し
て
述
営
さ
れ
、
現
在
は
梅
田
駅
か
ら
「
宝
塚

線
」
に
乗
れ
ば
、
終
点
で
あ
る
宝
塚
駅
か
ら
出
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
削
場
が

あ
る
。
し
か
し
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
初
期
の
、
阪
急
電
鉄
の
運
営
は
今
と

大
き
く
違
い
、
小
林
一
三
が
目
指
し
た
目
的
地
が
今
と
は
違
う
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
本
書
で
は
検
討
さ
れ
る
。

本
書
の
帯
に
は
「
阪
急
電
鉄
開
業
か
ら
タ
カ
ラ
ヅ
カ
発
足
ま
で
」
と
あ
り
、

開
業
者
で
あ
る
小
林
一
三
の
活
動
を
追
い
な
が
ら
、
舘
面
駅
周
辺
の
発
展
と

宝
塚
歌
測
団
と
の
つ
な
が
り
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
本
曹
の
目
次
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

プ
ロ
ロ
ー
グ

介

最
も
有
望
な
る
電
車

箕
面
有
馬
軍
気
帆
道
電
車
の
発
車

伐
面
動
物
園
の
開
園

山
林
こ
ど
も
栂
院
会

巌
谷
小
波
の
祇
制
活
動

大
阪
お
伽
芝
居
と
高
尾
楓
蔭

翠
香
殿
の
に
ぎ
わ
い

八
宝
塚
新
温
泉
の
オ
ー
プ
ン

九
宝
塚
パ
ラ
ダ
イ
ス
と
少
女
歌
制
の
は
じ
ま
り

十
宝
塚
少
女
歌
劇
の
上
浙

エ
ピ
ロ
ー
グ
ー
あ
と
が
き
に
か
え
て

参
考
文
献
／
図
版
出
所
／
関
係
年
表
／
人
名
・
事
項
索
引

各
章
で
は
当
時
の
新
聞
や
宜
伝
の
絵
や
写
真
等
の
質
料
を
使
い
、
新
聞
記

事
の
記
述
を
追
い
な
が
ら
広
く
は
知
ら
れ
て
い
な
い
宝
塚
歌
劇
団
の
土
台
へ

と
つ
な
が
る
道
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
る
。

ま
ず
第
一
章
は
、
緑
の
少
な
い
大
阪
市
内
か
ら
自
然
の
多
い
避
著
地
と
し

て
の
箕
面
駅
へ
の
線
路
の
準
備
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
大
阪
行
き
の
通
勤
電

車
と
は
迎
い
、
鈍
面
行
き
の
池
車
に
は
「
遊
屁
露
車
」
と
し
て
の
役
割
が
あ

る
。
設
立
さ
れ
て
す
ぐ
は
「
箕
面
有
馬
龍
気
鉄
道
株
式
会
社
」
と
い
い
、
仇

面
と
有
馬
の
両
方
の
温
泉
地
を
中
心
に
「
煤
煙
の
町
か
ら
郊
外
へ
」
多
く
の

乗
客
を
巡
ん
だ
。
第
二
章
は
、
実
際
の
線
路
の
設
骰
の
様
子
が
詳
細
に
検
討

さ
れ
る
。
当
初
は
梅
田
駅
か
ら
躾
面
駅
へ
の
見
物
を
目
的
と
し
た
線
路
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
の
、
新
聞
記
事
を
は
じ
め
、
広
告
や
宜
伝
の
言
説
で
明
確
に

さ
れ
る
。
小
林
一
三
自
身
が
執
節
し
た
露
車
の
広
く
範
囲
の
歌
が
学
校
に
配

布
さ
れ
、
若
い
学
生
に
歌
わ
れ
て
い
た
。

現
在
は
閉
鎖
さ
れ
た
舘
面
動
物
園
が
第
三
常
の
中
心
と
な
り
、
動
物
園
へ

と
つ
な
が
る
「
遊
既
電
車
」
と
し
て
の
一
面
が
明
確
に
さ
れ
る
。
終
点
の
箕

面
駅
の
独
特
な
「
ラ
ケ
ッ
ト
形
」
が
内
田
百
閲
の
皿
想
に
も
あ
り
、
ま
た
大

阪
で
生
ま
れ
、
現
在
の
茨
木
市
で
育
っ
た
川
端
康
成
の
小
説
『
少
年
』
で
も

箕
面
動
物
園
が
言
及
さ
れ
る
。
鉗
面
動
物
園
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
検
討
さ
れ
、
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本
書
の
三
十
七
頁
で
「
百
年
の
暦
を
歩
む
に
い
た
っ
た
こ
と
は
、
不
思
議
な

歴
史
の
展
開
と
い
え
よ
う
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

第
四
章
は
箕
面
駅
周
辺
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
野
球
場
を
設
骰
し
、
大
人
も

子
供
も
来
て
も
ら
う
計
画
が
小
林
二
二
の
流
行
へ
の
敏
感
さ
を
も
っ
て
検
討

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
広
場
が
多
く
の
大
会
を
催
す
場
所
と
な
り
、
多
く
の
客

を
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
第
五
単
に
あ
る
よ
う
に
、
家
族
を
呼
ぶ
こ
と

が
中
心
と
な
る
。
巌
谷
小
波
が
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
日
本
に
戻
り
、
本
格
的
に

脚
本
を
薯
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
、
筏
面
駅
周
辺
の
児
童
栂
認
会
と
の
つ

な
が
り
も
明
ら
か
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
今
現
在
の
宝
塚
歌
劇
団
の
土

台
と
な
る
。
当
初
の
主
な
テ
ー
マ
が
伝
統
的
な
「
桃
太
郎
」
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
宝
塚
で
初
め
て
演
じ
ら
れ
る
「
ド
ン
プ
ラ
コ
」
と
無
関
係
で
は
な
い
こ

と
も
理
解
で
き
る
。

大
阪
で
の
「
お
伽
刺
団
」
の
結
成
に
関
係
す
る
高
尾
楓
樅
と
い
う
制
作
家

の
児
童
教
育
に
関
す
る
熱
心
さ
が
第
六
章
の
中
心
で
あ
る
。
こ
の
児
菫
教
育

へ
の
熱
心
さ
は
演
削
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
広
い
地
域
で
好
評
を
得
る
。
児
童

教
育
の
教
訓
性
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
第
七
章
で
は
、
巌
谷
小
波
の
「
桃
太

郎
主
義
」
と
そ
の
普
及
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
お
伽
噺
の
テ
ー
マ
と
小
液

の
「
桃
太
郎
主
義
」
が
後
の
宝
塚
へ
と
つ
な
が
る
璽
要
性
が
見
吊
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
箕
面
駅
周
辺
で
催
さ
れ
た
山
林
こ
ど
も
栂
買
会
と
関
連
の
絵
業
讃

の
宜
伝
が
詳
細
に
提
示
さ
れ
る
。

第
八
章
と
第
九
章
は
温
泉
地
の
後
に
削
場
の
土
台
と
な
る
宝
塚
の
変
遷
を

主
に
追
っ
て
い
く
。
箕
面
動
物
園
が
次
第
に
住
民
の
間
で
問
題
と
な
り
、
閉

鎖
す
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
「
失
敗
」
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の

お
だ
ぎ
り
・
ジ
ェ
イ
ク
本
学
大
学
院
膊
士
後
期
課
程

「
失
敗
」
で
あ
っ
た
箕
面
動
物
園
と
そ
の
周
辺
の
一
時
的
な
人
気
が
後
の
宝

塚
駅
周
辺
の
成
功
に
つ
な
が
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
這
車
の
終
点
を
箕
面

駅
か
ら
宝
塚
駅
に
移
動
し
、
「
新
温
泉
」
を
開
き
、
小
林
ニ
―
一
の
新
し
い
歩

が
浮
上
す
る
。
最
初
か
ら
客
陪
を
家
族

1
心
に
し
、
批
界
初
の
室
内
プ
ー
ル

が
建
設
さ
れ
る
。
た
だ
、
地
下
水
を
そ
の
ま
ま
プ
ー
ル
に
入
れ
た
冷
た
い
水

は
、
真
夏
で
さ
え
人
気
を
得
ら
れ
ず
、
冬
場
は
プ
ー
ル
の
上
に
踏
を
し
て
、

温
泉
の
客
に
無
料
の
浙
削
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
が
よ

く
知
ら
れ
た
「
プ
ー
ル
か
ら
削
場
へ
転
用
し
た
」
伝
説
の
第
一
歩
で
あ
る
。

最
終
章
の
十
章
は
久
松
一
声
と
い
う
脚
本
家
の
言
う
「
今
の
泄
の
中
に
は

子
供
に
見
せ
る
芝
居
が
な
い
」
と
巌
谷
小
波
の
「
桃
太
郎
主
義
」
と
の
関
連

で
、
宝
塚
削
場
の
発
足
を
追
っ
て
い
く
。
少
女
歌
劇
団
が
結
成
さ
れ
る
が
、

小
林
一
三
は
西
洋
で
は
人
気
の
あ
る
歌
削
団
は
日
本
で
は
流
行
し
で
は
な
い

か
と
不
安
を
抱
え
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
少
女
歌
削
団
の
訓
練
は
厳
し
く
、

プ
ロ
に
近
い
演
出
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
新
温
泉
客
に
大
人
気
と
な
り
、

す
ぐ
に
広
ま
っ
て
い
く
。
こ
こ
か
ら
宝
塚
少
女
歌
削
の
伝
説
が
始
ま
る
。

以
上
は
本
饗
の
だ
い
た
い
の
梗
概
で
あ
る
。
宝
塚
歌
制
団
の
発
足
に
関
す

る
梢
報
が
本
粛
で
は
充
実
し
て
い
る
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
、
昔
の
舘

面
駅
周
辺
か
今
現
在
の
宝
塚
歌
刺
場
の
ル
ー
ツ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
動
き
を
常
に
支
え
て
い
た
小
林
一
三
が
許
名
の
通
り
、
と
の
よ
う
な
夢

を
託
し
た
の
か
が
叫
ら
か
に
さ
れ
る
。

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
曲
尻
、
二

0
一
七
年
、
二
六
八
頁
、
二
、
八

0
0
円
＋
税
）

79 




